










































































るという見解を示している─（a）教科内容に関する知識（subject matter content knowledge）、
（b）教育学的・教授的知識（pedagogical content knowledge; 以下 PCK）、（c）カリキュラムに関す
る知識（curricular knowledge）。さらに、Shulman（1987）は、教師の知識がどのように形成











5．knowledge of learners and their characteristics
6．knowledge of educational contexts
7．knowledge of educational ends, purposes, and values,  and their philosophical and historical



































・アンケート調査（2009 年 9 月～10 月実施、小学校教諭第一種免許の教職課程を有する













ついての各当事者へのインタビュー調査」（2007 年 7 月～8 月、10 月～11 月）は、当事者計
22 名を対象としたものであり、概要は以下の通りである（時田 2009a）。
・校長（2006 年度 G 県小中学校初任研実施校）：4 名
・指導教員：4 名
・初任者：4 名
・教育学部 4 年生（2006・2007 年度 G 大学）：4 名
・大学教員（2006 年度 G 大学）：5 名
・指導主事：1 名




































































（A Nation at Risk）』（1983 年）出版から始まった米国のスタンダード教育改革は、全ての学習
者に共通した到達目標を設定し、目標準拠の評価と密接にリンクさせることによって学習
者の学力形成の状況を適切に測定し、学力保証を目指すものであった。ブッシュ政権下の




























































































のポートフォリオ活用の可能性─」，『言語教育エキスポ 2015 予稿集』（JACET 教育問題研究会主催，
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